
令和２年９月議会 

決算特別委員会資料 

（第２分科会） 

１ 一般会計 

 （１）歳入・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１ 

 （２）歳出・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 

２ 北九州市教育委員会の事務の管理及び 

執行の状況の点検及び評価について・・・・・・Ｐ９ 

３ 令和２年度指定管理者の評価結果・・・・・・・Ｐ11 

教育委員会 



　(歳入） 単位：円

款 項 目 予算現額 決算額 翌年度繰越額 差（決算－予算） 備　　　　　　　　　　　　　考

26,739,895,000 18,368,184,200 7,410,391,000 △ 8,371,710,800

17 使用料及び手数料 161,046,000 147,346,030 0 △ 13,699,970 事項別明細書（26～31頁）

01 使用料 157,689,000 144,782,690 0 △ 12,906,310

12 教育使用料 157,689,000 144,782,690 0 △ 12,906,310

02 手数料 3,357,000 2,563,340 0 △ 793,660

10 教育手数料 3,357,000 2,563,340 0 △ 793,660

18 国庫支出金 15,339,640,000 12,618,231,138 2,690,391,000 △ 2,721,408,862 事項別明細書（30～39頁）

01 国庫負担金 10,361,273,000 10,454,652,097 0 93,379,097

10,306,340,000 10,408,997,097 0 102,657,097

54,933,000 45,655,000 0 △ 9,278,000

02 国庫補助金 4,963,473,000 2,154,889,848 2,690,391,000 △ 2,808,583,152

4,963,473,000 2,154,889,848 2,690,391,000 △ 2,808,583,152

03 委託金 14,894,000 8,689,193 0 △ 6,204,807

14,894,000 8,689,193 0 △ 6,204,807

19 県支出金 1,340,000 850,900 0 △ 489,100 事項別明細書（44～45頁）

03 委託金 1,340,000 850,900 0 △ 489,100

1,340,000 850,900 0 △ 489,100

20 財産収入 5,710,000 5,692,149 0 △ 17,851 事項別明細書（44～47頁）

1,546,000 1,450,052 0 △ 95,948

1,455,000 1,433,781 0 △ 21,219

21,000 14,271 0 △ 6,729

70,000 2,000 0 △ 68,000

4,164,000 4,242,097 0 78,097

4,164,000 4,242,097 0 78,097

12 教育費国庫補助金

06 教育費国庫委託金

04 教育費国庫負担金

１　令和元年度　一般会計決算（教育委員会所管分）

09 教育費委託金

教育委員会所管分合計

05 災害復旧費国庫負担金

01 財産運用収入

01 財産貸付収入

03 基金運用収入

05 特許権等運用収入

02　物品売払収入

02　物品売払収入
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款 項 目 予算現額 決算額 翌年度繰越額 差（決算－予算） 備　　　　　　　　　　　　　考

21 寄附金 24,200,000 15,600,000 0 △ 8,600,000 事項別明細書（48～49頁）

24,200,000 15,600,000 0 △ 8,600,000

06 教育費寄附金 24,200,000 15,600,000 0 △ 8,600,000

22 繰入金 6,000,000 5,942,729 0 △ 57,271 事項別明細書（48～53頁）

3,000,000 2,999,920 0 △ 80

3,000,000 2,999,920 0 △ 80

3,000,000 2,942,809 0 △ 57,191

3,000,000 2,942,809 0 △ 57,191

24 諸収入 515,959,000 515,521,254 0 △ 437,746 事項別明細書（52～65頁）

01 延滞金加算金及び過料 4,791,000 7,856,204 0 3,065,204

4,791,000 7,856,204 0 3,065,204

03 貸付金元利収入 441,080,000 427,427,885 0 △ 13,652,115

441,080,000 427,427,885 0 △ 13,652,115

06 雑入 70,088,000 80,237,165 0 10,149,165

04 雑入 70,088,000 80,237,165 0 10,149,165

25 市債 10,686,000,000 5,059,000,000 4,720,000,000 △ 5,627,000,000 事項別明細書（66～69頁）

01 市債 10,686,000,000 5,059,000,000 4,720,000,000 △ 5,627,000,000

11 教育債 10,664,000,000 5,043,000,000 4,720,000,000 △ 5,621,000,000

13 災害復旧債 22,000,000 16,000,000 0 △ 6,000,000

01 寄附金

10 教育費貸付金元利収入

01 延滞金

02 基金繰入金

14 学校応援基金
繰入金

04  市民太陽光発電所
特別会計繰入金

01 特別会計繰入金
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（歳出） 単位：円
予算現額 決算額 翌年度繰越額 差（不用額） 備　　　　　　　　　　考

84,200,137,000 72,223,765,912 7,813,960,000 4,162,411,088

　 １　教育職員費 53,226,684,000 51,388,366,397 0 1,838,317,603 事項別明細書（196～199頁)

１　職員費 53,226,684,000 51,388,366,397 0 1,838,317,603
・義務教育諸学校等職員給与費　45,718,978千円

・教育委員会職員費　5,669,388千円

２　教育総務費 1,582,153,000 1,303,363,790 0 278,789,210 事項別明細書（198～203頁)

１　教育委員会費 17,610,000 17,285,260 0 324,740 ・教育委員（５人）報酬　16,440千円

２　事務局費 205,962,000 164,096,591 0 41,865,409 ・私学助成　69,356千円

３　奨学費 421,187,000 272,839,219 0 148,347,781 ・奨学資金貸付　250,036千円

４　教職員人事費 826,698,000 749,701,342 0 76,996,658 ・教職員給与支給関係事務経費　308,869千円

５　寄宿舎費 13,264,000 12,281,100 0 982,900 ・学校寄宿舎運営費　12,281千円

６　教育センター費 97,432,000 87,160,278 0 10,271,722 ・特別支援教育相談支援事業経費　39,817千円

３　小学校費 16,444,106,000 9,566,414,218 5,864,517,000 1,013,174,782 事項別明細書（204～207頁)

１　学校管理費 4,349,200,000 4,168,929,218 0 180,270,782
・学校給食調理業務民間委託　1,170,258千円

・標準運営費　1,010,091千円

２　教育振興費 1,151,540,000 1,002,236,590 0 149,303,410 ・就学援助　522,396千円

３　学校整備費 10,943,366,000 4,395,248,410 5,864,517,000 683,600,590 ・大規模改修事業　1,800,727千円

４　中学校費 8,723,182,000 6,283,062,275 1,663,883,000 776,236,725 事項別明細書（206～211頁)

１　学校管理費 2,346,013,000 2,198,177,342 0 147,835,658 ・標準運営費　579,058千円

２　教育振興費 1,456,588,000 1,276,013,694 0 180,574,306 ・就学援助　522,636千円

３　学校整備費 4,920,581,000 2,808,871,239 1,663,883,000 447,826,761
・大規模改修事業       708,883千円

・外壁改修事業         699,942千円

５　高等学校費 175,951,000 137,990,401 16,000,000 21,960,599 事項別明細書（210～213頁)

１　全日制高等学校
　　管理費

121,432,000 108,702,975 0 12,729,025
・学校管理費　57,672千円

・学生寮管理運営　30,613千円

２　教育振興費 15,162,000 11,516,422 0 3,645,578 ・外国語指導助手配置事業経費　5,221千円

３　学校整備費 39,357,000 17,771,004 16,000,000 5,585,996 ・ブロック塀等安全対策事業　5,280千円

款項目

13款　教育費　計

令和元年度　一般会計決算（教育委員会所管分）
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６　特別支援学校費 2,065,815,000 1,680,440,798 269,560,000 115,814,202 事項別明細書（212～217頁)

１　学校管理費 639,173,000 606,258,575 0 32,914,425 ・スクールバス運行経費　　　　341,376千円

２　教育振興費 56,274,000 44,088,433 0 12,185,567 ・緊急時対応体制整備事業経費　5,700千円

３　学校整備費 1,370,368,000 1,030,093,790 269,560,000 70,714,210
・小倉総合特別支援学校整備事業　572,756千円

・外壁改修事業　199,265千円

７　幼稚園費 80,109,000 66,342,495 0 13,766,505 事項別明細書（216～219頁)

１　幼稚園管理費 52,523,000 45,429,961 0 7,093,039 ・管理費　45,429千円

２　教育振興費 3,901,000 2,479,828 0 1,421,172 ・心の教育推進事業経費　1,378千円

３　幼稚園整備費 23,685,000 18,432,706 0 5,252,294 ・ブロック塀等安全対策事業　5,430千円

８　専修各種学校費 58,243,000 52,595,294 0 5,647,706 事項別明細書（218～221頁)

１　専修学校費 14,659,000 12,982,158 0 1,676,842 ・管理運営費（専修）　 9,417千円

２　各種学校費 43,584,000 39,613,136 0 3,970,864 ・維持管理費（理美容）　28,759千円

９　社会教育費 1,185,500,000 1,100,154,864 0 85,345,136 事項別明細書（220～223頁)

１　社会教育総務費 151,421,000 106,949,267 0 44,471,733 ・学校支援地域本部事業経費　45,955千円

２　図書館費 1,026,882,000 986,414,659 0 40,467,341
・指定管理者委託（図書館）　394,338千円

・黒崎副都心整備（図書館）　179,158千円

３　視聴覚センター費 7,197,000 6,790,938 0 406,062 ・管理運営費　4,453千円

　 10　保健体育費 658,394,000 645,035,380 0 13,358,620 事項別明細書（222～225頁)

１　学校保健費 658,394,000 645,035,380 0 13,358,620
・学校医関係　276,061千円

・児童生徒・教職員健康診断　185,187千円

78,754,000 73,886,890 0 4,867,110

　 ５　教育施設災害復旧費 78,754,000 73,886,890 0 4,867,110 事項別明細書（226～227頁)

１　学校施設
　　災害復旧費

78,754,000 73,886,890 0 4,867,110 災害復旧事業　73,887千円

84,278,891,000 72,297,652,802 7,813,960,000 4,167,278,198

14款　災害復旧費　計

合　　　計
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参 考 

令和元年度決算 教育委員会 主要施策  

Ⅰ 心の育ちの推進・シビックプライドの醸成  

１ 心の教育推進事業                         21,359千円 

小・中学生合唱フェスティバルや舞台・音楽・美術等の芸術鑑賞を通して生の伝統

文化に触れ、社会性や思いやりの心、豊かな人間性を育む道徳教育・体験活動を推進

した。 

２ 子どものシビックプライド育成事業 

～ＳＤＧｓの視点に立った地域教材資料集～            8,262千円 

小学校3年生以上の児童・生徒や保護者が学ぶことができる、ＳＤＧｓの視点に立

った地域教材資料集を作成し、北九州市の魅力やＳＤＧｓの理解を推進し、シビック

プライドの醸成を図った。 

Ⅱ 学力・体力の向上  

３ 小学校外国語（英語）教育の充実                   230,039千円 

   小学校において、児童のコミュニケーション能力の素地や基礎を養うため、外国語

指導助手（ＡＬＴ）との英語を使ったコミュニケーション活動を推進した。また、英

語に堪能な日本人を指導助手（日本人ＡＬＴ）として小学校に配置することで、言語

に対する知識や日本人が行う外国語学習の展開を促し、小学校教員の授業力向上を図

った。 

４ 学校の読書活動推進事業                   124,294千円 

平成 27 年 7 月に施行された「北九州市子ども読書活動推進条例」を踏まえ、子ど

もたちが読書に親しむ環境を整え、学校図書館の利用を促進するため、中学校区に学

校図書館職員を拡充して配置し、学校における読書活動を一層推進した。 

＜中学校：50人→56人＞  

５ 北九州市学校応援基金事業                     2,943千円 

本市における教育の振興を目的に寄付された寄付金を基に設置した「北九州市学校

応援基金」を活用して、学力・体力の向上や教育的課題の解決に向けた各学校の特色

に応じた取り組みを推進した。 
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６ 子どもひまわり学習塾事業                               102,117千円 

児童生徒の主体的な学習習慣や、基礎的・基本的な学力の確実な定着を図るため、

放課後等を活用して学習機会を提供する「子どもひまわり学習塾」を実施した。 

＜実施小学校１００校、実施対象中学校６２校＞ 

Ⅲ 特別支援教育の充実  

 ７ 小池特別支援学校整備事業                     17,341千円 

   西部地域における知的障害児の増加への対応及び老朽化した校舎・運動場の狭あい

化等の課題を解消するため、小池特別支援学校の改築にかかる実施設計等に着手した。 

 ８ 小倉総合特別支援学校整備事業                  572,756千円 

   総合療育センターの移転に伴い、整備する小倉総合特別支援学校校舎等について、

令和2年度の供用開始に向け、移転後の総合療育センター東棟の改修工事を実施した。

また、バスターミナル新設工事等に着手した。 

９ 特別支援教育を推進する体制の充実                352,349千円 

   特別支援教育介助員や特別支援教育学習支援員等を配置・活用し、特別支援教育に

係る相談機能や支援体制の充実を図るとともに、就労支援コーディネーターの配置・

活用などにより、将来の自立や社会参加に向けたきめ細かな就労支援を進めた。 

 10 「特別支援教室」設置事業                       866千円 

   発達障害などの障害のある児童生徒が、他校に通級することなく、自校の通常の学

級で教育を受けながら、必要な時間に特別な指導を受けることができる「特別支援教

室」を新たに設置した。 

令和元年度は、モデル的に小倉北区の全小学校及び浅川中学校において実施した。 
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Ⅳ 学校における業務改善の推進  

 11 学校現場における業務改善事業                 110,100千円 

   スクールサポートスタッフの拡充配置を行うなど、教員の負担を軽減し、子どもと

向き合う時間を確保するために平成 30 年度から市立学校全校で本格実施している業

務改善をさらに推進した。 

＜スクールサポートスタッフ：40人→97人＞ 

 12 学校支援のための講師等配置事業               448,938千円 

   学力向上や長期欠席・不登校対応など、学校の課題や状況に柔軟に対応し、学校運

営を円滑に進めていくため、講師等を配置した。 

13 「チーム学校」運営・推進事業                254,075千円 

【スクールカウンセラー活用による問題行動等防止事業】       71,623千円 

長期欠席・不登校の児童生徒への対応や、いじめ・自殺などの諸問題の未然防止

を図るため、「心の専門家」であるスクールカウンセラーを配置した。 

【スクールソーシャルワーカー活用事業の充実】         62,651千円 

貧困や虐待等への対応を含め、児童生徒の問題行動の背景にある家庭等の問題に

対して、関係機関との連携を図りながら支援を行うため、「福祉の専門家」である

スクールソーシャルワーカーを拡充して配置した。 

＜スクールソーシャルワーカー 12人→15人＞ 

【スクールロイヤーの活用】                  2,460千円 

生徒指導上の諸課題等に対し、相談対応や学校へ出向いて法的助言を行うスクー

ルロイヤーの活用を図ることで、学校が子どもに適切な教育を施すことができる環

境を整えた。 

＜スクールロイヤー 0人→1人＞ 

 14 部活動指導員の配置                      9,275千円 

   顧問教員に代わって、単独での指導や引率等の業務を行う「部活動指導員」を拡充

して配置し、教員の負担軽減と部活動指導の充実を図った。また、地域の人材の一層

の活用を図るため、ＮＰＯ法人に部活動指導業務の一部を委託した。 

＜部活動指導員 19人→28人＞ 

＜ＮＰＯ法人への委託 1部活動→2部活動＞
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Ⅴ 教育の情報化の推進  

 15 教育用タブレット端末等の整備                  14,504千円 

   発展的な協働型・双方向型の学習を実現するために、タブレット端末を整備し、情

報活用能力の育成に取り組んだ。グループ学習において調べた情報の集約やプレゼン

テーションなど、タブレット端末を活用した学習を展開した。 

＜中学校62校、特別支援学校8校＞ 

（普通教室用：1校あたり12台 ※大規模校は１校あたり24台）

（特別支援学校用：１校あたり小学部8台、中学部5台、高等部5台） 

Ⅵ 学校施設の整備  

16 学校施設老朽化対策事業                  4,559,594千円 

安全で安心な教育環境を整備するため、「北九州市学校施設長寿命化計画」に基づ

き、大規模改修（長寿命化改修）及び外壁改修などの老朽化対策や安全対策を実施し

た。 

  【主な事業内容】 

    ○大規模改修：小学校６校、中学校２校 

    ○外壁改修 ：小学校１５校、中学校１１校、特別支援学校３校
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３ 施策体系と評価一覧 

本市学校教育の 

目標

本市が一丸となって取り組まなければならない 

ミッション 

令和元年度

の評価

ミッションに基づいた重点的

な取組み（施策） 

【
目
指
す
子
ど
も
の
姿
】
◎
自
立
し
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
子
ど
も
／
◎
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
子
ど
も

◎
本
市
に
誇
り
を
も
つ
子
ど
も
（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
）

【
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
方
針
】
学
校
・
教
職
員
と
教
育
委
員
会
は
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
目
標
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
を
進
め
る
。

《mission１》時代を切り拓く力の育成 

新学習指導要領に対応し、学校マネジメ

ントの充実を図るとともに、児童生徒が

本市に誇りを持ち、新たな時代を切り拓

く力を育成する。 

Ｂ １ 確かな学力の育成 

Ａ ２ 健やかな体の育成 

Ａ ３ 豊かな心の育成 

Ｂ ４ 特別支援教育の推進 

《mission２》働きがいのある学校づくり

大量退職・採用時代に対応し、業務改善

を一層推進するとともに、教員の確保と

育成を進める。 

Ｂ ５ 大量退職・採用時代に
おける教員の資質向上 

Ａ ６ 学校における業務改
善の推進 

《mission３》安心な学びの場づくり 

早期化、複雑化する生徒指導上の課題や

子どもの安全に対応し、支援体制を構築

するとともに、防災・減災教育を進める。

Ｃ ７ 長期欠席、いじめ等への
きめ細かな対応

Ａ ８ 児童生徒等の安全の 
 確保 

《mission４》市民総ぐるみでの支援 

社会的・経済的な課題に対応し、早期か

らのセーフティネットを構築し、市民総

ぐるみで子どもたちを支援する。 

Ｂ ９ 家庭・地域・学校の 
 連携 

Ｂ 10 社会的・経済的な課題
への対応 

《mission５》未来を見据えた環境整備 

学校施設老朽化に計画的に対応しつつ、

ＩＣＴなど先端的な教育環境を整備し、

Society5.0 時代における教育とデジタ

ルの融合に挑戦する。 

Ｄ 11 教育環境の整備 

Ｂ 12 学校施設の整備 

ビジョン 

（vision） 
ミッション（mission） 
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２　北九州市教育委員会の事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について



主な取組み  各施策を推進するための個別計画・方針等 

(1)学校マネジメントの充実 (2)学力の向上 (3)学校における読書

活動の推進 (4)英語教育の推進 (5)本市の特色を活かした教育活

動の推進 

新・北九州市子ども読書プラン 

教
職
員
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
「
一
人
に
さ
せ
な
い
」
チ
ー
ム
学
校
体
制
づ
く
り
～

北九州市学力・体力向上アクショ

ンプラン（第２ステージ）

(1)体力の向上 (2)学校における食育の推進 (3)健康の保持  

(4)スポーツに親しむ機会の充実
《参考》他部局の分野別計画 

北九州市スポーツ振興計画

(1)道徳教育・文化芸術に触れる機会の充実  

(2)人権教育の推進

《参考》他部局の分野別計画 

北九州市文化振興計画 

(1)相談支援体制の整備 (2)特別支援教育を推進する体制の充実  

(3)就労支援 (4)理解促進

北九州市特別支援教育 

推進プラン 

(1)人材の確保 (2)人材の育成・資質の向上 (3)女性活躍推進 

(1)業務改善の推進 (2)適正な部活動の推進
学校における業務改善 

プログラム（第２版） 

(1)長期欠席（不登校）への対策 (2)いじめ等問題行動への対応  

(3)専門人材の配置・活用 

北九州市いじめ防止基本 

方針 

(1)防災・減災教育の推進 (2)重篤な事故の防止  

(3)食物アレルギー事故及び感染症等の防止

《参考》各学校で策定 

学校安全計画 

(1)家庭との連携 (2)地域との連携
《参考》他部局の分野別計画 

北九州市生涯学習推進計画

(1)子どもの貧困など経済的な課題の対応 (2)社会的な課題への対応 

(3)早期からの生活習慣の確立と小学校教育への円滑な接続

《参考》他部局の分野別計画 

元気発進！子どもプラン（第２次計画） 

(1)教育の情報化推進 (2)学校規模の適正化
北九州市立小・中学校の学校規模 

適正化の進め方 

(1)安全で快適な学校施設の整備  北九州市学校施設長寿命化計画 

アクション（action） 

北九州市教育委員会人材育成基本方針

《参考》他部局の分野別計画
第４次北九州市男女共同参画基本計画
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３ 令和２年度指定管理者の評価結果 

指定管理者の管理運営に対する評価一覧

評価別 指定管理者 施設概要 指定期間 評価期間
評価ランク

（評価点）

多段階評価 

（中間） 

㈱日本施設協会 
若松図書館 

（1分館を含む） 

H31.4.1 

～ 

R6.3.31 

H31.4.1 

～ 

R2.3.31 

Ｃ 

(67 点) 

㈱図書館流通セ

ンター 

八幡図書館 

（2分館を含む） 

H31.4.1 

～ 

R6.3.31 

H31.4.1 

～ 

R2.3.31 

Ａ 

(83 点) 

㈱黒崎コミュニ

ティサービス 
八幡西図書館 

H24.7.1 

～ 

R9.6.30 

H31.4.1 

～ 

R2.3.31 

Ｃ 

 (65 点) 

 ※ 八幡西図書館は、北九州市立黒崎文化ホール（黒崎ひびしんホール）との総合評価。 
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